
岡山県立倉敷天城中学校

「サイエンス」「グローバル」

「AMAKI学」から課題研究へ
～本物に触れ、本物に学び、自分の可能性を広げよう～

取組等の概要

倉敷天城中学校では、確かな学力とともに、課題解決能力、表現力などを身につ

けさせる学習活動の一環として、2007年の開校以来「課題研究」に取り組んでいま

す。「課題研究」につなげる取組として「サイエンス」「グローバル」「ＡＭＡＫＩ

学」という他の中学校にはない独自のプログラムを行っています。その一つの「サイ

エンス」は学校独自教科として、イギリスのキングスカレッジ校でつくられた「ＣＡ

ＳＥ(ケイス)プログラム」を使って授業を行い、科学的に考える力を段階的に高めて

いきます。また、「グローバル」では、つくば言語技術教育研究所がドイツの母国語

教育システムを参考に開発した「言葉のワークブック」を使い論理的文章力、論理的

プレゼンテーション技術の向上を目指して授業を行い、これからの国際社会に対応で

きる言語技術能力を伸ばし、国際的な言語センスを身につけます。「ＡＭＡＫＩ学」

では、「岡山調べ」「職場体験」「学部・学科調べ」を通して、豊かな経験を積みな

がら調べたことを発表することで自分の「適性」について深く考えていきます。今年

度からセカンドステージの取組としてオーストラリアへの短期海外研修を行います。

こうした取組の成果としてサイエンスキャッスル2019関西大会で同志社大学賞、

少年の主張全国大会努力賞（県大会最優秀賞）、ユニセフ「子どもスマホサミット」

オンライン会議参加、ノートルダムEnglish Speech Contest奨励賞などの成果を収

めています。

皆さんも、天城中学校でこんな素敵な体験を、一緒にしませんか。
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